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自律移動支援プロジェクト　場所情報検討専門委員会設置の背景

ICタグ、各種マーカー等と携帯端末
の間では、場所情報IDによりやりとり

場所情報IDに応じた情報、サービスを
ネットワークのデータベースより取得
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自律移動支援プロジェクト　場所情報検討専門委員会設置の目的

自律移動支援プロジェクトの推進にあたっては、ＩＣタグ
等に個々の場所を識別する固有のコード番号（場所コー
ド）を付与し、利用者がそれぞれの場所に応じた情報や
サービスをネットワーク上のデータベースから的確に取
得できるシステムを構築することが有効。

自律移動支援プロジェクト推進委員会（委員長：坂村健東
京大学大学院教授）のもとに、場所コード等のあり方等に
ついて検討を行うため、「自律移動支援に係る場所情報
検討専門委員会」を設置。



自律移動支援プロジェクト　場所情報検討専門委員会の体制

自律移動支援プロジェクト推進委員会（坂村委員長）

サービスＷＧ（座長：坂村委員長）

技術検討ＷＧ（座長：坂村委員長）

神戸実証実験ＷＧ（座長：近畿地方整備局企画部長）

本省関係部局連絡会（座長:松浦政策調整官）

移動支援項目・方法等サービスに関する検討

位置・場所情報提供の技術に関する検討

参画サポーター
６３社・団体

自治体サポーター

北海道、青森県、岩手県、宮城県、千葉県、 東京都、

岐阜県、愛知県、京都府、大阪府、高知県、 佐賀県、

長崎県、熊本県、宮崎県、

名古屋市、 大阪市、 北九州市、

三鷹市、 横須賀市、 厚木市、 豊田市、 岐阜市

場所情報検討専門委員会（委員長：大石プロジェクト顧問）

神戸プロジェクトチーム（神戸）
スーパーアドバイザー： 坂村委員長
　　　　　　　　　　　　　　 竹中委員
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自律移動支援プロジェクト　場所情報検討専門委員会の構成

委員長 大石 久和　　 自律移動支援プロジェクト推進委員会　プロジェクト顧問
　　　　　　　　　　 東京大学ＣＯＥ特任教授

委員 川嶋 弘尚　　 自律移動支援プロジェクト推進委員会　委員
　 　　　　　　　　　　慶應義塾大学理工学部管理工学科教授

柴崎 亮介 東京大学空間情報科学研究センター教授
越塚 登 東京大学情報基盤センター助教授

三村　和也 警察庁　交通局交通規制課課長補佐
竹内　芳明 総務省 情報通信政策局技術政策課研究推進室長
江波戸一敏 厚生労働省　社会・援護局障害保健福祉部企画課社会参加推進室長
瀬戸　一美 農林水産省　総合食料局流通課商業調整官
渡辺　直人 経済産業省　商務情報政策局サービス産業課医療・福祉機器産業室課長補佐

　
羽原　 伸 青森県　県土整備部長
野村　孝雄 東京都　建設局企画担当部長
玉田　敏郎 神戸市　企画調整局調査室長

北橋　建治　　 国土交通省　大臣官房技術調査課長
武藤　 浩　　　 国土交通省　総合政策局観光企画課長
道明　 昇 　　 国土交通省　総合政策局情報管理部情報企画課長
廣瀬　隆正　　 国土交通省　都市・地域整備局都市計画課施設計画調整官
池内　幸司　　 国土交通省　河川局河川計画課河川事業調整官
宮地 淳夫　　 国土交通省　道路局道路交通管理課高度道路交通システム推進室長
佐伯　 洋 国土交通省　鉄道局技術企画課長
坂野　公治 国土交通省　自動車交通局総務課企画室長
春日井康夫 国土交通省　港湾局環境・技術課技術企画官
松浦 壽彦　　 国土交通省　政策統括官付政策調整官
秋山 實 国土地理院　参事官
中村俊行 国土技術政策総合研究所　研究総務官
足立敏之 自律移動支援プロジェクト推進委員会神戸プロジェクトチーム座長
　　　　　　　　　　近畿地方整備局　企画部長

事務局 国土交通省 上野政策統括官付松浦政策調整官室
国土交通省 道路局道路交通管理課高度道路交通システム推進室
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自律移動支援プロジェクト　場所情報検討専門委員会の検討事項（案）

①場所コードの付与方法について

②インテリジェント基準点のあり方について

③場所コードとインテリジェント基準点等の連携について

④その他


